
「「「「市町村の行財政状況等について」」」」

【地域振興部市町村振興課】

資料１



１．平成２４年度 県内市町村の行財政状況について

◆冊子（資料１－①）：あなたのまちの財政状況（平成２４年度決算）

○県内市町村の財政指標の状況について、全国平均と比較した結果を健康診断表に例えて図式化

○市町村の「財政」を、家計に例えて分かりやすく説明

○全国順位の動向等を分かりやすくグラフ化

○平成２４年度決算分より、グラフ等を中心にするなど、より分かりやすくリニューアル

◆資料１－②：県内市町村の財政状況（平成２４年度決算ベース）にかかる健康診断表

○県内市町村の定員（職員数）やラスパイレス指数の全国順位の動向等を分かりやすくグラフ化

○部門別職員数の類似団体との比較

◆資料１－③：県内市町村の定員･給与の状況

県が市町村を“助ける”手法の発見県が市町村を“助ける”手法の発見県が市町村を“助ける”手法の発見県が市町村を“助ける”手法の発見



２．県が市町村を“助ける”手法

奈良県市町村財政健全化支援事業①高金利地方債への支援

奈良モデル「市町村税の税収強化」
②市町村税の徴収率向上

市町村行財政運営健全化推進事業

③市町村が抱える行財政運営上

の課題を市町村と県で共有し、と

もに解決に向け模索

がんばる市町村応援表彰事業

⑤がんばっている市町村を応

援し、表彰

新たな「パーソネル・マネジメント」構築に

向けた取組

④県・市町村を通じた人材活用

の手法を検討



１．事業の趣旨

県内市町村が有する既発行の高金利地方債の繰上償還を促し、もって市町村の健全な財政運営

に資することを目的とします。

２．事業の対象とする地方債

次の全てに該当する地方債を対象とします。

① 普通会計債

② 年利率が３．０％以上のもの

③ 繰上償還時における残償還期間が５年以上であるもの

３．事業の内容

２の要件に該当する地方債の繰上償還に要する経費に対する貸付け及び補助

元金及び補償金の合計額に対し、次の条件で貸

付けを行います（補償金について補助を受ける場合は、

当該補助相当額を減額します。）。

・年利率 ：無利子

・償還期間 ： １５年以内（うち据置期間１年以内）

※借入対象施設等の耐用年数範囲内

・償還方法 ：元金均等年賦償還

貸付け

市町村の財政力指数に応じ、次のとおり

補償金の補助を行います。

・０．３５未満 ：全額補助

・０．３５以上０．７未満 ： １／２を補助

・０．７以上 ：補助対象外

補助

奈良県市町村財政健全化支援事業

３．県が市町村を“助ける”手法①



３．県が市町村を“助ける”手法③

１．目的

経常収支比率の悪化など行財政運営上解決すべき特定課題を抱える市町村とともに課題の分析・明確化を行い認識を共有したうえ、

その改善に向け重点的かつ集中的に助言・ヒアリング等を行うことにより、市町村行財政のさらなる健全化に資する。

２．制度概要

○実施対象団体○実施対象団体○実施対象団体○実施対象団体行財政運営上解決すべき課題があり、その改善に向けた取り組み意欲のある市町村
○Ｈ２６実施団体○Ｈ２６実施団体○Ｈ２６実施団体○Ｈ２６実施団体奈良市、桜井市、御所市、斑鳩町、曽爾村、上牧町、河合町、下市町 ○検討○検討○検討○検討課題課題課題課題①財政健全化全般 ②公債費負担の軽減③その他財政運営にかかる事項④市町村税徴収率の向上 ⑤定員・給与の適正管理

市町村行財政運営健全化推進事業

（市町村行財政運営上の課題に対する総合的･重点的な助言等の実施）

実施団体ごとの検

討課題の抽出･選定

【県・市町村】

課題の分析・明確化

・課題の要因分析・課題に応じたヒアリング・助言等の実施 【県→市町村】

課題への対応方

針提示依頼

【市町村】

対応方針の提示

・提示された対応方針の検証

・Ｈ２６取り組み結果取りまとめ

・次年度に向けた課題整理

【県・市町村】

達成度の検証

４月 ５月～ ５月～８月 ９月

10月～11月
11月～12月

※課題の抽出・要因分析等を進めるにあたっては、できるだけ市町村の作業負担が大きくならないよう配慮



１．趣旨

２．審査及び表彰市町村の選考

奈良県がんばる市町村応援表彰事業

３．事業スケジュール（予定）

優良な財政運営や行政組織運営に取組み効果を挙げている市町村を表彰し、その

効果や取組努力を讃える。

応募資料をもとに学識経験者からなる選考委員会による審査を行った上で選考する。

○ Ｈ２６年 ６月頃 募集開始（募集文書発出）

○ Ｈ２６年 ７月頃 募集締切

○ Ｈ２６年１０月頃 表彰式 於：第４回奈良県・市町村長サミット

３．県が市町村を“助ける”手法⑤


